リベラル・デモクラシーの現在 : その中で日本国憲法を「保守」する意味 by 樋口 陽一
第
一
八
回
丸
山
眞
男
文
庫
記
念
講
演
会
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
現
在
そ
の
中
で
日
本
国
憲
法
を
「
保
守
」
す
る
意
味
樋
口
陽
一
第
一
八
回
丸
山
文
庫
記
念
講
演
会
は
、
日
本
学
士
院
会
員
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
加
藤
周
一
文
庫
運
営
委
員
会
顧
問
の
樋
口
陽
一
先
生
に
お
願
い
し
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
日
に
東
京
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
者
・
市
民
・
学
生
な
ど
非
常
に
多
く
の
方
の
来
場
が
あ
り
、
好
意
的
な
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
『
報
告
』
に
は
、
樋
口
先
生
ご
自
身
に
よ
る
講
演
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
本
講
演
は
杉
並
区
教
育
委
員
会
の
後
援
を
受
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長
和
田
博
文
前
提
―
―
「
リ
ベ
ラ
ル
」
と
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
関
係
世
の
中
で
「
リ
ベ
ラ
ル
」（
以
下
Ｌ
と
表
記
す
る
こ
と
あ
り
）
と
い
う
語
の
意
味
理
解
は
一
様
で
な
い
。
米
国
と
欧
州
（
こ
と
に
仏
）
と
で
は
正
反
対
で
す
ら
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（
＝
Ｄ
）
と
の
関
係
に
即
し
て
私
自
身
の
言
葉
づ
か
い
を
説
明
す
る
だ
け
に
す
る
が
、
そ
れ
は
、
反
論
を
期
待
し
て
お
こ
な
う
議
論
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
こ
と
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｌ
は
権
力
か
ら
の
自
由
＝
権
力
制
限
の
論
理
で
あ
り
、
Ｄ
は
権
力
の
構
成
原
理
＝
デ
モ
ス
（
人
民
）
の
統
治
を
意
味
す
る
。
こ
の
二
つ
は
論
理
上
別
次
元
の
事
柄
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
歴
史
具
体
的
に
は
、
両
立
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
る
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
国
是
と
さ
れ
た
「
立
憲
政
体
」
は
Ｌ
の
論
理
（
君
権
― 5 ―
制
限
と
臣
民
権
利
の
保
障
）
を
意
味
し
、
大
正
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
は
そ
の
枠
組
の
上
に
成
立
し
た
。
反
対
に
、
Ｄ
の
運
用
の
中
で
Ｌ
の
要
素
が
完
全
に
抹
殺
さ
れ
た
の
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
か
ら
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
へ
の
過
程
だ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
Ｌ
と
Ｄ
の
両
立
を
掲
げ
て
再
出
発
し
た
の
が
ポ
ス
ト
一
九
四
五
年
の
西
側
世
界
で
あ
り
、
一
九
八
九
年
前
後
の
旧
・
東
側
諸
国
も
ま
た
、
そ
の
世
界
に
参
入
し
た
は
ず
だ
っ
た
。
一
リ
ベ
ラ
ル
Ｄ
イ
リ
ベ
ラ
ル
Ｄ
vs.
そ
の
旧
・
東
側
世
界
で
、
選
挙
を
通
し
て
成
立
し
、
再
選
さ
れ
、
住
民
投
票
で
支
持
さ
れ
た
権
力
が
、憲
法
上
の
権
力
抑
制
シ
ス
テ
ム
を
あ
か
ら
さ
ま
に
軽
視
し
、
改
廃
し
さ
え
す
る
状
況
が
出
て
く
る
。
一
九
九
七
年『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
誌
（
一
一
・
一
二
月
号
）
に
の
っ
た
F
areed
Zakaria
論
文
《
T
he
R
ise
of
IliberalD
em
ocracy》
は
、
ボ
ス
ニ
ア
の
選
挙
に
即
し
て
、
イ
リ
ベ
ラ
ル
Ｄ
の
「
ウ
ィ
ル
ス
汚
染
」
が
拡
大
す
る
こ
と
を
警
告
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
〇
年
。「
汚
染
」
は
ト
ル
コ
に
及
び
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
圏
で
も
、
選
挙
と
い
う
正
当
化
根
拠
に
対
す
る
抑
制
要
素
（
憲
法
裁
判
所
、
メ
デ
ィ
ア
の
自
由
、
な
ど
）
へ
の
介
入
や
制
度
「
改
革
」
が
拡
っ
て
い
る
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
・
・
）。
加
え
て
、
難
民
・
移
民
問
題
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
、
Zakaria
論
文
が
イ
リ
ベ
ラ
ル
Ｄ
の
兆
候
と
し
て
挙
げ
て
い
た
racist,fascist,separatist
と
い
う
傾
向
が
Ｅ
Ｃ
原
加
盟
国
の
中
で
さ
え
、
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
の
集
票
力
を
示
す
事
態
と
な
っ
て
き
た
。
国
民
投
票
の
結
果
を
受
け
た
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
を
め
ぐ
る
混
迷
、
そ
し
て
予
備
選
挙
か
ら
大
統
領
選
挙
を
経
て
就
任
後
一
層
き
わ
立
つ
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
政
治
手
法
の
持
つ
意
味
も
、
イ
リ
ベ
ラ
ル
Ｄ
と
リ
ベ
ラ
ル
Ｄ
の
相
克
と
い
う
共
通
の
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
二
〇
一
二
年
以
降
の
日
本
で
の
、
五
年
の
間
に
五
回
の
国
政
選
挙
で
信
託
を
得
つ
づ
け
て
き
た
政
権
の
、「
非
立
憲
」
＝
「
イ
リ
ベ
ラ
ル
」
度
が
意
味
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
二
リ
ベ
ラ
ル
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
vs.
ポ
ス
ト
一
九
四
五
年
の
西
側
社
会
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
、
コ
コ
ロ
の
自
由
に
つ
い
て
は
リ
ベ
ラ
ル
の
基
本
を
維
持
し
つ
つ
、
オ
カ
ネ
の
自
由
に
つ
い
て
は
多
か
れ
少
な
か
れ
socialの
要
素
を
組
み
入
れ
た
社
会
像
が
成
立
す
る
。
米
国
最
高
裁
判
例
に
つ
き
、
遡
れ
ば
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
以
降
の
流
れ
の
中
で
形
成
さ
れ
る
「
二
重
の
基
準
」
と
い
う
考
え
方
は
、
裁
判
と
い
う
場
面
で
の
そ
の
表
現
で
あ
っ
た
。
精
神
的
自
由
を
制
限
す
る
法
律
に
つ
い
て
は
厳
格
な
基
準
で
違
憲
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
他
方
、
経
済
的
自
由
を
制
限
す
る
法
律
に
つ
い
て
は
緩
い
基
準
を
あ
て
は
め
て
立
法
府
の
裁
量
を
広
く
み
と
め
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
他
な
ら
ぬ
日
本
で
、
憲
法
の
規
定
そ
の
も
の
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
。
日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
言
え
ば
、
個
々
の
基
本
権
規
定
の
中
で
二
九
条
二
項
﹇
財
産
権
﹈
と
二
二
条
一
項
﹇
職
業
選
択
と
居
住
移
転
の
自
由
﹈
だ
け
が
、「
公
共
の
福
祉
」
に
よ
る
制
約
を
明
記
す
る
、
と
い
う
ふ
う
に
。
そ
れ
に
対
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
（
英
）、
レ
ー
ガ
ン
（
米
）
政
権
― 6 ―
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
路
線
は
、
オ
カ
ネ
の
自
由
の
解
放
を
正
面
に
掲
げ
て
登
場
す
る
。
ポ
ス
ト
一
九
四
五
年
の
「
二
重
の
基
準
」
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
定
着
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
経
済
規
制
の
緩
和
・
撤
廃
に
対
す
る
抵
抗
は
そ
の
分
だ
け
強
く
、
抵
抗
を
排
除
す
る
力
も
そ
れ
だ
け
強
力
な
も
の
と
な
り
、
コ
コ
ロ
の
自
由
に
と
っ
て
の
環
境
は
そ
れ
だ
け
困
難
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ば
、「
逆
・
二
重
の
基
準
」
と
も
い
う
べ
き
状
況
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て
多
少
と
も
一
般
化
す
る
。
三
イ
リ
ベ
ラ
ル
と
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
の
相
互
補
完
リ
ベ
ラ
ル
Ｄ
vs.
―
―
二
〇
一
二
年
「
自
由
民
主
党
憲
法
改
正
草
案
」
の
持
つ
客
観
的
意
味
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
が
抵
抗
を
排
除
し
て
貫
徹
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
過
程
で
、
論
理
上
で
あ
れ
歴
史
上
で
あ
れ
そ
れ
と
両
立
し
難
い
は
ず
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
、「
伝
統
的
」
な
る
も
の
へ
の
回
帰
が
援
用
さ
れ
、
イ
リ
ベ
ラ
ル
と
相
互
に
補
い
合
う
関
係
に
立
つ
、
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
二
〇
一
二
年
四
月
二
七
日
付
で
公
に
さ
れ
、
撤
回
も
廃
棄
も
さ
れ
て
い
な
い
自
民
党
改
憲
案
は
、
前
文
か
ら
全
条
項
に
わ
た
る
全
面
書
き
換
え
と
い
う
意
味
だ
け
で
も
新
憲
法
案
と
言
っ
て
よ
い
が
、
そ
の
よ
う
な
二
つ
の
要
素
の
相
互
補
完
関
係
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
。
イ
リ
ベ
ラ
ル
―
―
「
国
と
郷
土
」「
誇
り
と
気
概
」「
和
を
尊
び
」「
家
族
」「
社
会
全
体
」
な
ど
（
前
文
）
が
強
調
さ
れ
、
表
現
の
自
由
で
は
新
二
一
条
で
新
設
さ
れ
る
第
二
項
が
「
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
自
由
を
制
限
し
、
新
二
八
条
で
も
新
設
第
二
項
が
公
務
員
の
労
働
基
本
権
の
制
限
可
能
性
を
明
記
す
る
な
ど
、
権
利
の
保
障
と
制
限
に
、
対
等
の
憲
法
と
し
て
の
効
力
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
基
本
権
観
を
端
的
に
集
約
す
る
の
が
、「
個
人
と
し
て
〔
の
〕
尊
重
」
（
現
一
三
条
）
か
ら
「
人
と
し
て
〔
の
〕
尊
重
」（
新
一
三
条
）
へ
の
転
換
で
あ
る
。
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
―
―
「
活
力
あ
る
経
済
活
動
を
通
じ
て
国
を
成
長
さ
せ
る
」（
前
文
）
こ
と
に
憲
法
価
値
を
与
え
、
新
二
二
条
一
項
は
、
居
住
移
転
と
職
業
選
択
に
つ
い
て
「
自
由
を
有
す
る
」
と
言
い
切
り
に
し
、
現
二
二
条
一
項
の
「
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
」
の
文
言
を
削
除
し
て
い
る
。
四
「
人
」
と
「
個
人
」
―
―
二
つ
の
「
自
由
」
こ
こ
で
、
戦
後
再
出
発
期
に
当
っ
て
公
に
さ
れ
た
丸
山
眞
男
論
文
「
日
本
に
於
け
る
自
由
意
識
の
形
成
と
特
質
」（
一
九
四
七
）
を
再
読
し
た
い
。
同
論
文
は
二
つ
の
自
由
、「
人
欲
の
解
放
と
し
て
の
自
由
」
と
「
理
性
的
な
自
己
決
定
の
自
由
」、「
規
範
創
造
的
自
由
」
と
の
対
比
を
す
る
ど
く
描
き
出
し
た
。
前
者
な
ら
ば
、
欲
望
の
主
体
は
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
と
し
て
の
、
受
け
身
の
「
人
」
で
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
後
者
な
ら
ば
、
自
由
の
主
体
は
自
己
の
意
思
に
も
と
づ
い
て
決
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
個
人
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
力
か
ら
の
自
由
と
し
て
は
共
通
項
を
持
つ
と
し
て
も
、
後
者
、
規
範
創
造
的
自
由
だ
け
が
、
「
公
の
モ
ノ
」
＝
公
共
（
res
publica）
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、「
人
」
の
権
利
と
「
市
民
」
の
権
利
と
の
結
合
が
― 7 ―
可
能
に
な
る
は
ず
で
あ
る
（
一
七
八
九
年
宣
言
は
hom
m
e
の
権
利
と
citoyen
の
権
利
を
区
別
し
た
上
で
、
両
者
の
不
可
分
の
関
連
を
想
定
し
て
い
る
）。
自
由
に
つ
い
て
「
近
代
」
の
意
味
を
強
調
す
る
観
点
は
、
私
に
、
人
欲
の
解
放
と
し
て
経
済
活
動
一
般
が
あ
り
う
る
中
で
、
特
に
「
近
代
」
資
本
主
義
の
意
味
を
際
立
た
せ
る
思
考
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
連
想
さ
せ
る
。
全
く
別
の
体
系
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
は
「
ノ
ア
の
大
洪
水
以
前
」
と
の
対
比
と
い
う
た
と
え
を
援
用
し
て
「
近
代
」
資
本
主
義
の
解
剖
を
試
み
、
Ｍ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
Pariakapitalism
us
と
の
対
照
で
「
近
代
」
を
問
題
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
は
、「
ネ
オ
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
自
由
に
先
行
す
る
自
由
に
先
祖
返
り
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
む
す
び
に
代
え
て
―
―
可
能
性
と
し
て
の
日
本
近
代
西
欧
に
は
、
明
治
日
本
を
、
二
一
世
紀
の
経
済
発
展
＝
「
西
洋
化
な
し
の
近
代
化
」（
中
国
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
）
の
モ
デ
ル
と
見
る
議
論
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
著
名
な
人
類
学
者
M
aurice
G
odelier
は
、
最
近
、
論
壇
紙
で
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
、「
和
魂
洋
才
」
と
い
う
標
語
に
寄
せ
る
形
で
、
そ
の
よ
う
な
見
方
を
語
っ
て
い
る
（『
ル
・
モ
ン
ド
』
二
〇
一
八
・
六
・
一
六
付
録
一
―
三
頁
）。
し
か
し
、
一
九
世
紀
後
半
の
日
本
は
、「
洋
才
」
は
工
場
と
軍
艦
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
、
と
い
う
違
い
を
見
過
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
富
国
強
兵
の
た
め
に
も
二
つ
の
「
洋
才
」
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
当
時
の
指
導
層
は
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。「
立
憲
政
治
」
と
い
う
洋
才
を
ど
の
よ
う
に
組
み
入
れ
、
ど
の
よ
う
に
用
心
深
く
扱
う
か
、
と
い
う
問
題
意
識
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
な
し
に
自
己
の
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
調
す
る
、二
一
世
紀
の
富
国
強
兵
を
目
指
す
諸
国
と
は
対
照
的
で
す
ら
あ
っ
た
。
軍
事
大
国
と
し
て
の
挫
折
に
加
え
経
済
大
国
の
失
速
と
い
う
負
の
経
験
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
を
含
め
て
、
日
本
近
代
は
な
お
、
別
の
可
能
性
も
は
ら
ん
だ
モ
デ
ル
と
い
う
性
格
を
持
ち
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
も
、
二
〇
一
二
年
改
憲
案
と
の
対
照
の
中
で
確
認
で
き
る
日
本
国
憲
法
の
価
値
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
後
に
つ
け
加
え
る
な
ら
、「
二
つ
の
洋
才
」
だ
け
で
は
な
い
。「
和
魂
」
も
ま
た
、
完
全
な
一
枚
岩
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。「
立
憲
」
と
響
き
合
う
要
素
と
な
り
う
る
は
ず
の
「
も
う
ひ
と
つ
の
和
魂
」
の
探
索
に
つ
い
て
、
思
想
史
家
な
ら
ざ
る
私
が
い
ま
発
言
で
き
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
は
た
だ
、「
立
憲
」
が
逆
境
の
中
で
危
う
く
さ
れ
る
と
き
、
Ｍ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
西
洋
中
世
の
身
分
制
構
造
と
比
較
可
能
な
も
の
と
し
て
言
及
し
て
い
た
日
本
の
前
近
代
の
体
験
が
、抵
抗
要
素
と
し
て
の
意
味
を
な
お
持
ち
う
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
形
で
問
題
を
出
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
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